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筑波研究学慰都市は 東京の北西50~60km に位置し 茨城県つくば市及び稲敷郡茎崎町にまたが






























第2表に示したように 学盟都市建設により， 6 UD干すの人口は， 1970年10月 1B現在78，110であっ















第2種兼業農家は増加傾向にあり， 1985年 1月 1B現在で25戸ある.第4図に示したように，保有
耕地面積は， 1985年には約4l.5haで9)，畑25.8ha，回13.1ha，樹園地2.6haあり， 1戸当たりでは，
l. 26haの所有となる.焔では最近10年ほど夏ネギ栽培が主で，麦も栽培される.農地，山林とも減




























































JZtFλL 波 1fT 
世'Rf数
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21，308 12，011 22，552 
4，859 5.186 5.398 
10，856 11 ，253 12，608 
2，405 2，563 3，364 
10，409 10，898 11，469 
2.277 2.417 2，576 
20，134 22，225 28，939 
4，472 5，102 8，541 
9，452 14，53] 33，561 
2，036 5.088 14，841 
6，461 8，390 17，050 
1，351 1，946 4，344 
78，110 90，429 126.179 

























上大角豆 桜村 上大f13豆 桜村 上大角豆 桜村
人口(人) 225 14，531 228 33，56] 230 38，231 
世帯数(戸) 48 5、088 49 14，84 ] 51 16.223 
専業 9 255 8 117 3 98 
第 1種兼業 18 471 19 334 25 266 
農家数
第 2種兼業 12 615 19 740 25 792 



















































宅より 1.6km離れた公園のプールに行く.また， )~ 1 li火曜自に仕事に関連した研修会へ赴く.以下
は，仕事のない週日で上述の 2つの活動を行なった日の生活行動である(第 6図)• 
























Bさんは， 1983年10月に結婚のために当地に居住し始め， 1986年 9月現在，夫 (33歳)，本人 (31歳入
長女(0 歳)の 3人家族である.結婚のために仕事をやめ 現在は専業主婦である.自家用車を 1台


















































り 3.1km 離れた学園地区中心部の吾妻公民館(b) にパスで出かけ，第 l ・第 4 火曜日の10~17時まで
の自分の都合の良い時間には，徒歩 1分ほどの距離にある並木公民館(c)で茶道を習い，毎週土曜日






















以下に， cさんの週日として， 1986年 6)=j 4日(水曜日)の生活行動を記述する(第 9図)• 




































































a. 職場(公的研究機関) b. 並木ショァピングセンタ-











次に，週末として， 1986年11月3B (文化の日)の生活行動を以下に記述する(第14函). Dさん








































a. スーパーマーケット(身の匝り品) b. 並木ショッピングセンタ-












































































































































































































































































Fさんは， 1964年12月より結婚のために当地に居住し始め，義母 (70歳入夫 (50歳入本人 (42歳入
長男 (20歳入次男 (15歳入の 5人家族である.ただし，長男は大学生で東京に下宿しているため，
現在は 4人で住んでいる.農業従事者はFさんと夫の 2人で，以前は米・小麦などを栽培する専業
農家であったが，現在は大麦とビール麦を輪作する他，賃貸住宅経営も行なう兼業農家である.自家
用車は， トラック 2台の他，普通自動車 2台を所有し，この内 1台はFさん専用である.以下に F
さんの週日として 1986年10月30日(水曜日)の生活行動を記述する(第34図). 




























Fさんと同様農家ではあるが、近郊野菜を栽培する Gさんの生活行動を述べる. Gさんは， 1969年
4月より結婚のために当地に居住し始め，現在，義母 (67歳入夫 (40歳入本人 (39歳入長男 (16歳入
長女 (13歳)の 5人家族である.子供は高校，中学へ通学している.夫は土浦へ通勤しているため，
農業はGさんが 1人で行なっている.自家用車は， トラックを 1台，乗用車を 2台，計 3台を所有
している.以下に， Gさんの週日として， 1986年10月31日(金i曜日)の生活行動を記述する(第35国)• 









































日さんは，当地に出生し， 1981年 3月に結婚，現在も上大角豆に居住し，父 (64歳入母 (59歳入
夫 (30歳入本人 (29歳入長男(4歳)の 5人家族である.長男は，並木幼稚園に通園している H
さんは，学校卒業後，学園内の会社に就職し，現在も夫と!可じ会社に勤務している.農業従事者は父
のみである.自家用車は トラック l台，乗用車 3台を所有している.以下に， Hさんの週日として，
1986年11月4日(火曜日)の生活行動を記述する(第37図)• 
8 U寺15分に自宅を出発 自家用車で、職場(a)に向かい， 81i寺30分に到着した. 17時まで、勤務し， 17 
持30分に職場を離れた.途中， 17時40分にクリーニング庖(b)に寄り， 171寺50分に自宅から 1km離
れた24時間営業のコンピ、ニエンスストア(d)に立ち寄り， 171寺町分に帰宅した.
月曜日から金曜日まで，週日はほとんど同様な行動パターンを有する.ただし，夕方の目だった買

























ん帰宅し， 17時に姉と再び病院(a)へ向かい， 17時20分に病院に到着し，診察を受けた. 18時に病院
を出発， 18時20分に帰宅した.その後， 19持に自宅を出発して，土浦市内の夫の実家(c)へ向かった.
19時15分に到着， 15分間滞在して， 19時30分に出発した. 19時40分に土浦・学国線沿いのレストラン
(ct)に到着した.そこで夕食を済ませた後， 21時に帰宅した.
職場が週休2日制のため，土曜呂には学園内や土浦市での消費行動があり，県内に家族3人で遊び














iさんは Fさんの母親である.以下に， 1986年10月初日(木曜日)の生活行動を記述する(第39図)• 
iさんは当日 6時に起床，趣味で、栽培している菊の手入れを庭で行い， 7時30分に朝食をとった. 22 
時に就寝するまで外出はなかった.















































































a b c d e f 
4). Dさん(就学後の子供を持つ主婦)





































a. JIl b. 並木ショッピングセンター内銀行






























































































a. 産婦人科病院 b. 土浦駅前 c. 夫の実家
d. 飲食庖 e. 百貨j苫 f.スーパーマーケット
































































































































































関係を明らかにしている事例研究として Predand Palm (1978)の研究がある.これによると，小さ
な子供を有する核家族の主婦の労働行動は，子供の保育施設への移動によって制約を受ける.また，
Tivers， J (1985)は保育施設の整備と労働行動との関係について論じ，イギリス郊外においては保育
施設整備の未発達が労働行動を妨げているとしている. しかし 並木地区においては半径 1km以内
























































































































現地調査及び資料収集に際しては， I日桜村教育委員会社会教育諜をはじめとして， I日桜村役場， I日桜村公民
館の方々，並木地区・上大角豆地豆在住の方々に大変なご援助をいただいた.製I~I は宮坂和人・小11時四郎両氏へ，
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The Acti vity Patterns of Mistresses 
in Tsukuba Science City 
- As a Case in N amiki and Kamisasagi -
Nobuo T AKAHASHI and Rie NAKAMURA 
As long as a man lead a life， a man exists in space and time. It is important to reaIize that 
just as we use space and time as resources， allocating particular portions to particular uses. 
In this paper， the authors applied to understand mistresses' time-space behavior， using 
Hagerstrand's time-geographic approach. And tried to realised the relation of substantively phe-
nomena in both new and old place of Tsukuba science city. 
This paper brings up some mistresses' daily behaviors in Namiki and Kamisasagi district. 
Their attributes were examined by hearing. 
Analyzing the data， this article cou1d realised the following results: 
1) Mistresses in Namiki act within narrower limits than those in K匂ωa出ml
mer usually uses space on1y about in Namikiト司-diおstri比ctand nearby i社t. Moreover， itcan be seen an 
organization of co-ordinations in space， "syn田chronization"(Charlstein， 1982). The latter usually 
uses space in convenient for driving 
2) The daily movements on weekdays of mistresses' in Namiki district are influenced by 
the Co叩 li時 constraints(Hagerstrand， 1970) for their chi1dren. With reducing the time needed 
for child-care， they have more fixed time， such as working and hobby. Against them， mistresses 
in Kamisasagi district have a similar rhythms. They use almost al1 a day for works on week 
days 
These differences produced by following factors. 
i) The first factor is the differe町 eof the forming process between two districts. At the 
start， mistresses in N amiki hard1y have bases for work. Against that， Kamisasagi have been 
agricultural district since long ago. So， working is the basic function for daily life for mistresses 
in Kamisasagi 
i) The second factor is the existe町 eof the pedestrian mall and varioωfacilities on it 
The pedestrian mal1 takes an important part for mistresses to move because of their 1ack of 
mobi1ity. But facilities are limited on condition of 10cation in 'City' area， so movements in Namiki 
centered round some points. 
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写真 1 iJf究対象地域(1989年 1月国土地理錠撮影)
写真右上に大上角豆集落，左手に並木住宅団地が位置する.
184 
写真2 つくば市都心地区
(1993年 1月撮影，写真3以下も
問じ)
写真3 つくば市都心地区
写真4 つくば市都心地区の大型商業庖舗
185 
写真5 つくば市並木ショッピングセンター
写真6 つくば市並木住宅団地
写真7 つくば市並木住宅団地
186 
写真8 つくば市上大角豆集落
(中央部 :上大角豆集落，手前:
並木小学校)
写真9 つくば市並木公民館
写真10 つくば市上大角豆集落
187 
写真1 つくば市上大角豆集落の民家
写真12 つくば市上大角豆集落の民家
写真13 つくば市上大角豆集落
